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１．組織の概要

〈名称〉

株式会社 石 宝

〈代表者〉

代表取締役社長 石橋 秀

〈所在地〉

群馬県太田市原宿町3409-1

〈設立日〉

昭和47年７月28日

〈資本金〉

3,000万円

〈売上高〉

22.5億円（令和３年度）

〈従業員数〉

47名（令和5年3月1日現在）

〈環境管理責任者・連絡先〉

環境管理責任者：代表取締役専務 酒井 清

連絡担当者：吉本 正之

TEL：0276-37-1921

〈対象範囲〉

株式会社石宝 全社員・全組織

こくほう
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■営業品目

一般土木、舗装、水道工事の設計・施工・管理
建築工事の設計・施工・管理
道路用砕石・アスファルト合材・乳剤の販売、他道路用資材全般取扱
産業廃棄物収集・運搬

◇特定建設業

許可番号：群馬県知事許可 特-30 第1329号

舗装工事、土木一式工事、建築一式工事

◇一般建設業

許可番号：群馬県知事許可 般-30 第1329号

大工工事 とび・土工工事 屋根工事 鋼構造物工事 屋根工事
塗装工事 防水工事 内装仕上工事 水道施設工事 解体工事

◇産業廃棄物収集運搬業（自社排出分のみ）

群馬県 01000003960号
栃木県 00900003960号

◇倉庫業

２．事業内容
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〔基本方針〕

当社は、『ひとりはみんなのために、みんなはひとりのために』をモットーに

培った幅広い知識と経験で迅速かつ安全で耐用期間の長い舗装施工を行っております。

社員一同、信頼とチームワークを分かち合い、社会インフラとしての土木工作物、

生活を豊かにする建築物の提供を通じて地域の皆様に貢献することを目指します。

＜環境への取組の重点分野＞

１．環境負荷低減のための施工計画の策定及び施工の推進

２．節電、省エネ型重機の導入及び使用による二酸化炭素排出量の削減

３．建設現場から排出される産業廃棄物の適正処理及び建設リサイクルの推進

４．環境経営の継続的改善の実施

５. 事業活動において適用される環境関連法規等の遵守

６．環境経営方針の全社員への周知

７．環境に関する情報の社内外への公表及び地域社会とのコミュニケーションの実施

２０２２ 年 11 月 1 日

株式会社 石 宝

代表取締役社長 石橋 秀

３．環境経営方針
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４．推進組織図

【最高責任者】
代表取締役社長
石橋 秀

【環境管理責任者】
代表取締役専務
酒井 清

【事務局】
吉本 正之

【総務部】【営業部】 【工事部】 【車両部】

【環境委員会】
〈年4回開催〉

各現場責任者

【建築部】

各現場責任者
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【代表取締役社長 石橋 秀】
①環境管理責任者をはじめ、必要な責任者を任命する。該当責任者には、

現在の責務にかかわりなく、兼任で責任と権限を明示する。
②エコアクション21の構築・運用・維持に必要な経営諸資源

（人材・資金・機器・設備・技術・技能を含む）を準備する。
③環境方針を制定する。
④エコアクション21の構築・運用に関する情報を収集し、環境方針・環境目標を

はじめ、システム全体の見直しを行い、必要に応じて改訂を指示する。
⑤当社における課題とチャンスを明確にする

【代表取締役専務 酒井 清】
①エコアクション21に関する経営諸資源の合理的・効果的な運用を図り、目的を

達成するために環境委員会を運営する。
②エコアクション21の構築と運用を円滑に行い、最高責任者による見直しのための

情報として、構築・運用に関する情報を最高責任者に提供する。

【吉本 正之・永井 均・冨岡 健二】
①事務局として、環境管理責任者を補佐し、エコアクション21に関する実務全般を

所管する。

最高責任者

環境管理責任者

事務局

環境委員会 【最高責任者・環境管理責任者・事務局・部門長で構成、年4回環境管理責任者が招集】
環境目標の設定、環境活動計画の策定及び進捗管理について協議する。
環境管理責任者が認めた者は出席することができる。

全従業員 環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚する。
決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動に参加する。

職名 役割



５．環境経営目標・取組結果の数値
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※ 購入電力の二酸化炭素排出係数 ： 0.441 kg-CO₂/kWh 【東京電力エナジーパートナー】
※ 年度ごとの二酸化炭素排出量及び水使用量は11月～1月の3ヶ月間の算出数値
※ 対象となる元請工事は運用期間3ヶ月の間にはありませんでした。

達成 未達成

1. 二酸化炭素排出量の削減（売上百万円あたり）〈前年度実績比 －1％〉
2. 一般廃棄物排出量の削減 〈前年度実績比 －1％〉
3. 産業廃棄物排出量の削減 〈前年度実績比 －1％〉
4. 水資源投入量の削減 〈前年度実績比 －1％〉
5. 化学物質の取扱と管理の徹底

基準年度

目標 実績

基準年度比 99% 123%

基準年度比 99% 86.8%

基準年度比 99% 88.8%

111,796 110,678 100,323

173.98 165.98

基準年度比 99% 94%

基準年度比 99% 101%

対象項目 単位

目　　　標

2021年度
2022年度

2023年度 2024年度

電気使用量

年度

kWh

37,593

ガソリン使用量

年度

L

48,290

軽油使用量

年度 118,690

_

36,841 36,465

3か月間
10,327

10,223 12,695

37,217

47,807 _

47,324 46,841

3か月間
11,771

11,653 10,216

二酸化炭素排出量

（電力・化石燃料）

年度
kg-CO₂

425,373 421,119

115,129

3か月間
30,982

30,672 27,529

116,316

117,503 _

416,865 412,611

3か月間 _ _

kg-CO₂/百万円 175.74

_

把握量から

－2%削減

産業廃棄物排出量 年度 t 1,412 1,397 _ ※ 1,383 1,369

一般廃棄物排出量 年度 t 排出量未把握 排出量の把握
把握量から

－1%削減

水使用量

年度

㎥

282 279

管理手順の

遵守

276 273

3か月間
65

64 66

_

化学物質の取扱・管理 未管理 取扱製品の調査

取扱製品の

管理手順の

策定



６．環境経営計画・取組結果と評価・次年度の取り組み内容

◇ 活動評価：◎よくできた、○概ねできた、△あまりできなかった、×全くできなかった

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

廃
棄
物
排
出
量
の
削
減

目的 区分 項目 活動内容 評価 評価内容 次年度の取組

電力消費量の削減

ガソリン・軽油
消費量の削減

照明

空調

その他

乗用車

ダンプ

重機

事務所及び現場書類

工事副産物のリサイクル

水使用量の削減

化学物質取扱と管理の徹底

1.消灯の徹底

2.省エネ照明器具の導入

1.設定温度の調整

2.クール・ウォームビズ

3.フィルターの定期清掃

4.不使用部屋の空調停止

1.ＯＡ機器の節電

2.残業時間の短縮

1.エコドライブの実施

2.日常・定期点検の実施

3.エコカーの導入

4.排ガス対策機械の導入

5.過積載の禁止

1.両面コピー実施

2.裏紙等の再利用

3.封筒の再利用

4.ＦＡＸのデータ化

5.破棄物の分別とリサイクル

6.名刺の自社制作

1.分別の徹底とリサイクル

2.マニフェストの電子化

3.資材のリユース化

1.節水への喚起

2.異常値の監視

3.自動止水栓の設置

1.取扱商品（化学物質含有）の調査

2.購入量の把握

3.ＳＤＳの入手

4.管理手順の策定（化学物質含有の場合）

5.管理手順の徹底（化学物質含有の場合）

本業に
関する
目標

環境経営目標の達成状況、環境経営計画の確認

1.生物多様性等地域環境に配慮した工法の採用（工法の提案及び採用件数を把握する）

2.環境負荷の少ない工法の提案及び採用（工法の提案及び採用件数を把握する）

3.廃棄物再資源化率の向上（再資源化率を把握する）
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◎

◎

○

◎

◎

◎

△

〇

◎

○

○

◎

◎

○

◎

△

×

○

◎

○

△

△

◎

◎

○

○

○

△

×

△

〇

△

◎

△

昼休憩は完全消灯

全てＬＥＤ化済

概ね調整できた

作業服も使分け済

業者依頼済

徹底している

継続

継続

継続

継続

継続

ＰＣ常時ＯＮ散見 電源OFF周知

繁忙期以外はできた

ガソリン使用量減

車両部で実施中

新車1台導入済み

ＢＨ２台導入済み

周知・徹底している

概ねできている

徹底している

より周知が必要

全く進んでいない

再度周知する

概ねできている

完全に実施

概ねできている

導入調査段階

改善の余地あり

周知のみで結果微増

毎回伝票で確認中

可能箇所は全て設置

一部調査済み

一部把握している

一部入手・確認済

あまり進んでいない

全く進んでいない

ＩＣＴ施工実施

把握中の段階

改善の余地あり

把握中の段階

再度周知する

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

再度徹底する

継続

継続

再度周知する

導入計画策定

継続

継続

導入計画策定

調査・実施

再度徹底する

調査拡大

調査・策定

調査・策定

調査・実施

継続

調査・実施

対象拡大

対象拡大



７．環境関連法規等の取りまとめ一覧及び遵守状況確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

※ 環境関連法規制等の遵守状況確認の結果、フロン排出抑制法のエアコンの
簡易点検が未実施。尚、関連当局より違反等の指摘及び訴訟等はありません。

◇当社に適用となる主な環境関連法規
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騒音規制法

振動規制法

道路交通法

建設リサイクル法

消防法

廃棄物処理法

フロン排出抑制法

浄化槽法

オフロード法

建設業法

法規制等名称 遵守事項 遵守状況

自動車リサイクル法 使用済自動車の引渡、再資源化預託金

浄化槽保守点検、指定検査機関法定検査

道路法

消火器の設置、点検、少量危険物で運用

道路の保全等、車両積載物落下防止措置

法定速度遵守、輸送の安全、積載量の遵守

排出ガス対策型建設機械の適合表示

許可更新、変更届提出

分別解体、特定建設資材廃棄物再資源化

マニフェストの交付、回収、保管の適正処理

エアコンの簡易点検、建築物解体等のフロン回収

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

エアコン
（業務用及び重機）

簡易点検未実施

遵守

遵守

遵守

遵守

特定建設作業の事前届出、規制基準の遵守、
コンプレッサー原動機の定格出力7.5kW以下

特定建設作業の事前届出、規制基準の遵守、
コンプレッサー原動機の定格出力7.5kW以下



８．代表者による全体評価及び見直し・指示
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〔全体評価〕

エコアクション21の取組により、社員全員の環境配慮の意識付けができたことで、
環境経営への取組の第一歩が踏み出せたと感じています。

2022年11月から始めた、この取組の重要目的の一つは、二酸化炭素排出量削減に
あります。特にガソリン及び軽油による二酸化炭素の排出が多く、弊社に限らず
業界全体で取り組み続けている課題となっています。

車両や機械の進化により、燃料効率（燃費）は改善されていますが、やはり、一番
の改善策は、操縦する人それぞれの意識と行動ではないかと思います。この取組が
社内のみならず、社員ひとり一人の日々の生活でも活かせれば、大きな環境改善へ
の道筋となるのではないでしょうか。

今回、3ヶ月の運用期間を終え、二酸化炭素排出量は、前年比94%となり、削減に
成功しました。。一方、電気使用量と水使用量に関しては前年増となりました。
仕事の特性上、現場の場所や工事内容次第で、それぞれの排出量は大きく変わる
状況となり、単純に排出量の増減での判断は難しいですが、環境配慮への意識を
持ち続けることが重要と考え、引き続きこの3ヶ月運用期間と同じ目標と内容で
継続していく予定です。

〔見直し・指示〕

今年度は、一般廃棄物排出量の把握を行い、しっかりと削減できるよう取り組む予
定です。特に図面や参考資料による紙を使用は最低限にとどめ、今まで盲目的に印
刷してきた書類の削減につなげるようにします。

また、購入する文房具や日用品等も過剰包装のものや環境への配慮に欠けるものは
使用を避け、少しでもごみの削減になるよう気を配ることが大事です。

その他、環境配慮に関する教育や訓練も怠ることなく、常に社員全員がアンテナを
高く張り、環境に貢献できるよう活動を進めたいと思います。

最後に、環境関連法規の遵守の取組において、業務用エアコンと重機の空調の簡易
点検が未実施でした、今後は当社に係る法規制の内容により一層の注意を払い、
確実に実施できる体制を整えてください。

株式会社 石 宝

代表取締役社長 石橋 秀

環境経営方針 ☐ 変更あり ☑ 変更なし

環境経営目標・計画 ☐ 変更あり ☑ 変更なし

実施体制 ☐ 変更あり ☑ 変更なし



９．環境経営計画に基づき実施した取組内容

節水表示

節電表示

道路クリーン作戦
金山清掃活動

渡良瀬川清掃活動

紙使用量削減表示

環境掲示板の設置

エコドライブ表示

エコ関連
掲示

社会貢献活動
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